
無線LANを試験的に導入する市教委のプロ
ジェクトにモデル校として参加。
タブレット等を活用した授業で無線LANの
動作とその効果を検証
弘前市立高杉小学校 様

新たなプロジェクトのモデル校として、
タブレットと無線LANを導入
　弘前市では、文部科学省の委託事業である「イン
クルーシブ教育システム構築モデル事業」を平成
25年度から受託。学びの協力員による支援体制等
の在り方や、ICTを活用した合理的配慮に関する
実践的研究に取り組んできました。
　平成27年度には、実物投影機（書画カメラ）、電
子黒板機能付き短焦点プロジェクター、教員用タブ
レット型端末の3点を導入･活用する「弘前式」ICT
活用教育推進事業に取り組み、モデル校4校に学数
と同数の「弘前式」3点セットを配備。翌28年度に
は、その他の全小中学校に学級数の1/3の実物投
影機とプロジェクターを配備し、ICT支援員によるサ
ポートを実施しながらICTの活用を進めてきました。
　平成29年度には、タブレットを1人1台形式で利
用し、NTTコミュニケーションズの「まなびポケット
」を活用する「次世代のひろさきICT活用教育チャレ
ンジプロジェクト」を実施。市内の3つの小学校に、
タブレットと無線LANを導入し、その成果と課題を
検証しています。

立地・規模別に3パターンの
モデル校を選定
　「次世代のひろさきICT活用教育チャレンジプロ
ジェクト」のモデル校に選ばれたのは、高杉小学
校、文京小学校、千年小学校。立地や規模が異なる
3つの小学校で実施することで、「まなびポケット」
によるタブレット活用の効果とそれぞれのパターン
向けに選定した無線LANアクセスポイントを検証
するのが狙いだったと、竹内氏は言います。
　「高杉小学校をモデル校に選んだのは、校内研
修のテーマにいち早くICTを採り入れていて、今後
のICT活用に期待が持てる学校の一つだったから
です。また平成26年度に校舎を新設していたた
め、インターネット回線と各教室への有線LANを
敷設済み。追加のネットワーク工事が不要だった
のも好都合でした。」（竹内氏）

バッファローを含む様々な企業の
無線LAN機器を各校に設置･検証
　「次世代のひろさきICT活用教育チャレンジプロ
ジェクト」のモデル校となった3つの小学校には、

それぞれ別のメーカーの無線
LANアクセスポイントが設置さ
れることになりました。これには
竹内氏の思惑がありました。
　「当初は可搬式の無線LANア
クセスポイントを各校に1台ず
つ設置したのですが、実際の運
用が大変です。そこで常設にす
ることを検討したのですが、難し
かったのは機器の選定。当教育
委員会には無線LAN機器の情

報が十分でなく、ある学校の公開授業では、使用し
た無線LANアクセスポイントの不具合で、授業が
中断してしまったこともありました。そこで各社の
推奨機器を実際に現場で使用し、カタログスペック
だけではわからない実際の性能を、今後の参考に
しようと考えました。」（竹内氏）

3教室を1台の「WAPM-2133TR」で
カバー
　そうした経緯を経て、高杉小学校に導入された
のが、バッファローの「WAPM-2133TR」でした。
　「高杉小学校は廊下側の壁がないオープン型の
教室が3つ並んだ構造です。これを利用して、高性
能な無線LANアクセスポイント1台で3教室への
無線LAN導入を試してみようと考えました。少ない
台数で複数の教室をカバーすれば、設置費用や
工数を削減できますし、機器の管理もしやすくなる
からです。『WAPM-2133TR』は、公平通信制御、
トライバンド、バンドステアリングなどの機能を搭載
しており、高杉小学校での検証に最適だと考えまし
た。実際に設置して3教室に1台、計3台の『WAPM-
2133TR』で、特別支援学級を含む全学年全学級の
普通教室で無線LANの利用が可能になりました。
試験的に40台のタブレットで動画を同時再生と
ころ全く問題なし。これが実現できてたのは今の
ところ『WAPM-2133TR』を使っている高杉小学校
だけですね。」（竹内氏）
　「今後の管理方法の参考にするため、ネットワーク
管理ソフトウェア『WLS-ADT』も試験的に導入し
ました。サーバー設置などの必要なく運用コストも
かからないのは魅力です。試験運用も順調で、今は
監視をしているだけですが、問題なく稼働している
ことがわかるだけでも安心ですし、今後、電波強度
の調整などが必要になった時には、さらに役立つ
と思います。また、災害時にパスワード無しで無線
LANを開放する「緊急時モード」の活用も検討し
ていく予定です。」（竹内氏）

青森県弘前市立高杉小学校（以下、高杉小学校）では、弘前市教育
委員会が実施している「次世代のひろさきICT活用教育チャレンジプ
ロジェクト」の一環として、平成29年7月に校内の無線LAN導入を実
施。3教室あたり1台の無線LANアクセスポイント「WAPM-2133TR」
を設置し、1～ 6年生のすべての教室で無線LANを利用できる環境
を整えました。以前に導入されていた実物投影機、プロジェクター、
Apple TV、タブレットを活用してアクティブラーニングを実施。通常
の授業から「ひろさき卍（まんじ）学」と呼ばれる総合学習まで、幅広
い場面でICTを活用した授業研究に取り組んでいます。

ピックアップ導入事例

市内各所にある小中学校の機器を、教育委員会の
PCからリモートで一括管理できれば、監視やメン
テナンスにかかる時間労力も軽減できますので、
今回のプロジェクトを利用して、高杉小学校の機
器を問題なく管理できるかどうかを試しています。
」（竹内氏）

通常授業から「ひろさき卍学」まで、広
い学習にタブレットを活用
　無線LAN導入以降、高杉小学校では「まなびポ
ケット」の活用に限らず、タブレットを活用した協
働学習の実施に取り組んでいます。
　「タブレット授業では、主にロイロノート・スクー
ルで調べたことをまとめたり、それを使ってプレゼ
ンしたりすることが多いですね。ロイロノートは他
の児童の画面を自分のタブレットに映すことがで
きますので、お互いの考えを比較し、参考にしなが
ら、自分の考えをまとめるのに大変役立っていま
す。弘前市のことを知る総合学習『ひろさき卍学』
では、地元の産業や歴史、文化について調べた内
容をまとめて、発表しています。発表用の資料づく
りでは、教員がクラウドにアップロードした写真を
ダウンロードして貼り込むなどの作業も当たり前
にこなすようになっており、タブレットの操作、ネッ
トワークの利用が自然に身に付いています。」（平
野教諭）
「手元にタブレットがあることで、児童がより積
極的に情報を収集しようという態度が育ってきて
います。モデル校からは普段はあまり元気のない
児童もやる気を見せるようになったという報告も
受けています。公開授業では、100人近い大人に
囲まれた普段と異なる環境にも関わらず、学習に
集中し、笑顔で取り組む子供たちの姿が印象的で
した。」（竹内氏）

環境が整ったことで、教員の取り組み姿
勢が大きく変化

　竹内氏によると、高杉小学校の教員はICTに対
する意識が高く、教員間の情報共有も非常に早
い。ICTの活用状況は市内の学校で上位だという。
しかし、教員の間にそういう姿勢が見えるように
なったのは、現在の環境が整って以降のことだと
平野教諭は語ります。
「もともとICTに詳しい教員は少なく、ICT導入の
必要性を感じていても、それを研究して実施する
方法がわかりませんでした。今回のプロジェクトを
機に教育委員会、特に竹内さんとの太いパイプが
できたことで、ツールの活用方法を指南していただ
いたり、教員の質問や要望に答えていただいたり
できるようになり、教員の取り組み姿勢が変わった
のだと思います。今では、それぞれの教員が自分な
りの活用方法を模索し、互いの授業を参考にしな
がら、授業内容の向上に努めています。共有ではな
くいつでもICTを活用できる環境になったのも大き
いと思います。もともと改善意識が高い教員たちで
すから、環境さえ整えば、ICT化は短期間で進むも
のなのだなと実感しています。」（平野教諭）

安 定 動 作 で 管 理 も し や す い
「WAPM-2133TR」に期待
「タブレットの画面をプロジェクターで投影する
際には、試験的にApple TVを導入して共有で
使っていたのですが、無線LANの安定動作が確認
できましたので、台数を増やしました。また『NHK
for School』の動画を見せる時には、教員のタブ
レットで再生してプロジェクターで投影するのが
基本ですが、試験的に40台のタブレットで同時再
生してみたところ、全く問題なく再生ができまし
た。これが実現できているのは今のところ
『WAPM-2133TR』を使っている高杉小学校だけ
ですね。」と、竹内氏は話す。
「『WLS-ADT』の試験運用も順調です。今は監
視をしているだけですが、問題なく稼働しているこ
とがわかるだけでも安心ですし、今後、電波強度の

調整などが必要になった時には、さらに役立つと
思います。また、災害時にパスワード無しで無線
LANを開放する「緊急時モード」の活用も検討し
ていく予定です。」（竹内氏）
弘前市は、「『弘前式』ICT活用教育推進事業」

「次世代のひろさきICT活用教育チャレンジプロ
ジェクト」を継続しながら、全国ICT教育首長協議
会「ステップモデル校プロジェクト」への参加も決
定。次のステップに向けて慎重かつ確実に学校の
ICT化を進めています。

弘前市教育委員会 学校づくり推進課
改革推進係主事 竹内元気氏（左 以下、
竹内氏）、弘前市立高杉小学校 教務主
任 平野敏彦氏（右 以下、平野教諭）
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